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はじめに

目的 ― 国民形成の主題に基づく変奏曲

言語、文学、歴史、知の体系、身体（福田2006）、
音楽、建築、絵画、記念碑、自然、etc.

方法 ― 進化論とオリエンタリズムという補助線

国民楽派の課題：エキゾチシズムと近代性の提示

「遅れてきた国民」にとってのジレンマ

万国博覧会における日本帝国の参加（吉見2010）

「自由・平等・友愛」とチェコのヤン・フス

対象 ― スメタナ（1824-84）とドヴォジャーク（1841-1904）
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Central Europe, 1910. 
Source: P. R. Magocsi, 
Historical Atlas of 
Central Europe
(Seattle, 2002), no.36. 
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Ethnolinguistic Distribution, ca. 1900. Source: P.R.Magocsi, 
Historical Atlas of Central Europe (Seattle, 2002), no.30. 
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1 (1). オリエンタリズム批判と音楽

サイードの忘れ物（？）としての音楽

メジャーな方法としてはオペラ分析（マッケンジー2001）
ドヴォジャークの《アルミダ》（1903）（Nedbal 2007）

異教徒のアルミダと十字軍の勇士リナルドの悲恋

東と西の境界が曖昧に… （典型的な構図の不在）

ex. 勇敢な白人テナー vs. 幻惑的ソプラノ、野蛮なバリトン酋長 etc.

 「未開社会」の音楽への眼差し （Zon 2010）
チェコ出身の独系音楽学者 R. Wallaschek (1860-1917)

原始舞踊 → 民族舞踊 → 普遍芸術へと進化
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1 (2). オリエンタリズム批判の拡張

内なるオリエンタリズム

不安の裏返しとしての反ユダヤ主義（ギルマン1997）
弱肉強食の世界観 → 「文明」であることへの強迫観念

中央ヨーロッパにおけるオリエンタリズム
「辺境」におけるヨーロッパの過剰（篠原2008）

例としての「誘拐された西欧」（クンデラ1991）
「東欧」の誕生（啓蒙時代）と中欧の創出（ナポレオン期）

（Bugge 1999, Wolff 1994）
「東」と｢西｣の二面性を抱え込んだ「中央」
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1 (3). コインの裏側としての進化論

進化（evolution, vývoj）思想の新しさ（阪上2003）

ダーウィン、ダーウィニズム、社会ダーウィニズム、etc. 

 チェコ社会における「ダーウィニズム」の浸透
ex. M. ティルシュ（体操）、O. ホスチンスキー（音楽）

Hermann & Šimůnek (2008), Stibral (2010)

「不協和音」（1874）：生存競争という不協和音→調和へ

「ダーウィンと劇」（1877）：人間社会でも適者生存と性淘

汰の原則。しかし芸術と愛を有する人類はその法則を超える
ことが可能。劇という芸術において、人類は調和へと向かう。
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2 (1). ドヴォジャークの成功物語

肉屋の息子、鉄道オタク、鳩好き、素朴な人柄

奨学金の獲得とブラームスからの評価

 《スラヴ舞曲集》の大ヒット、英、そして米国へ

 ケンブリッジ大からの名誉博士号（1891）
人里離れたボヘミアの片田舎に生をうけ，困難と障害を乗
越え高みに至りしそなたは，自らの非凡な才能により、生
地の音楽芸術に特有なものすべてを生かしつつ、祖国の
名声を輝かしきものとした。…(Kuna, vol.9, pp.258-260)

当時のボヘミア・イメージ（Sayer 1998）
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2 (2). 進歩と退化のはざまで

 「辺境」民族の文明化？ (Botstein 1993)
ハンス・フォン・ビューロー → 「ド」をキャリバンと呼ぶ

 「分かりやすさ」が嫌われたのか？
 ... 音楽の内的な退歩とナショナリズムは，チャイコフス

キーや「ド」のような民族的後期ロマン派の典型的な作品
において，すでに歩みをともにしている。（アドルノ 1999, 
pp.328-9）（1961/62年の講演）（一部改訳）

 「ド」の新世界交響曲は「通俗名曲の十八番の一つ」であ
り、「安っぽい効果をねらいすぎている」。「今後チャイコフ
スキーを一生きかなくとも，あんまり困ることもないだろうと
思っている」。（吉田秀和、1960年の著作より）
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シカゴ万博(1893)で指揮する

ドヴォジャーク

Václav Emanuel Nádherný
(1866-1945)

出典: Burghauser (2006), p.89. 
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2 (3). 演技するドヴォジャーク

 ウィーンでの不遇（ex. バデーニ言語令事件、1897）
チャイコフスキーへの評価との対照（McColl 1996）

 イギリスにおける2度のインタビュー（1885, 86年）

1度目はドイツ語、2度目は英語 （Beveridge 1996）

 ドヴォジャークの隠された病 （Beckerman 2003）
一人では外を歩けない大作曲家（渡米前から?）
広場恐怖症（agoraphobia）とパニック障害の兆候

強烈なホームシックとアルコール依存
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3 (1). 執拗なるドヴォジャーク批判

進歩派（スメタナ） vs. 保守派（ドヴォジャーク）

進歩派のホスチンスキーとネイェドリー（Z. Nejedlý）
 ネイェドリーの「負の」遺産？（1878-1962）
プラハ大学音楽学教授、歴史学と美学専攻

スメタナの未完の伝記、フス派音楽の研究 etc. 
戦間期に共産党シンパ、1939年にソ連に亡命

1945年以降、文科相、科学アカデミー初代総裁等

一貫して、「ド」、ヤナーチェク、マルチヌーに否定的

墓碑銘？：ネイェドリー第1巻、ここに眠る
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K. Gottwald
Z. Nejedlý

http://www.novinky.cz/domaci/133940-cesko-si-
pripomina-60-let-od-unora-1948.html

戯画化されるネイェドリー

イジー・メンツェル
《つながれたヒバリ》

1969年

1948年の再教育工場
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3 (2). 「闘争boj」の経緯（1911-14）
 1911年のドヴォジャーク生誕70周年

 11年10月18日、<S> J. Bartoš の記事

 12年8月14-15日、独 Pyrmont の D-Fest
「もっとドヴォジャークを！」

 12年12月15日「国民新聞」紙上での<D>Protest
 <S>→<D> ヘルフェルトの書簡（1929年1月）: 【概訳】 私は
極端なレベルではなかったにせよ、確かに反「ド」であった。
その点では、間違っていたと言えるのかもしれない。だが、
その間違いは、その時代に導かれたものだったとも言える。
… (cit. in Šourek 1954-7, vol.4, p.274, n.9). 

(Pečman 1992, 内藤 2002, Dvořák 2004, etc.)
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3 (3). 論争のキーワード
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3 (4). ドイツ音楽との接点

 スメタナもドヴォジャークも元々ヴァグネリアン

 「新ドイツ派」の台頭（1859年：進歩派と保守派）

ベルリオーズ、リスト、ヴァーグナー（上山2011）
「保守派」のブラームスと「ド」の親交、そして結託？

 帰国後のドヴォジャーク（1895-1904）（Beckerman 2003）

絶対音楽との離別（？）、交響詩5・オペラ3の作曲

1904年のインタビュー「私はオペラを書くのだ」

NYで改めてヴァーグナーに触れたことが要因？

 「自分がヴァーグナーのように書けるのなら…」
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おわりに

進化論と音楽論とドヴォジャーク

時代の空気としての進化論と学問としての進化論

チェコ社会の進化論（チェコ人とドイツ人で違う？）
科学史 (ex. Hermann & Šimůnek 2008) の可能性と限界

国民楽派をより大きなコンテクストで

ドイツ音楽史とチェコ音楽史の共通性

進歩と保守、新ドイツ派、ヴァーグナー、etc. 
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